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１．神奈川労連としてはじめて気候危機の問題に取り組んだのは 

2022 年 2 月 26 日で、シンポジウムを開催 

「気候危機打開と労働組合～気候正義を実現するために労働組合ができること～」 

獲得目標として以下の 3 点を目指しました。 

① 気候危機を取り巻く基本的情勢を学び、「危機感」と「展望」を共有する。 

② 気候危機打開の運動の中で、労働組合の果たすべき役割を見出す。 

③ それぞれの労働組合が「気候危機対策」の検討に踏み出す。 
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２．労働組合の大会方針に「気候危機打開」が盛り込まれるようになる。 

    ①神奈川土建主婦の会（現在はパートナーの会）が気候危機学習会を各地で開催 

 

②愛知県労連のとりくみ➡「クールクライメート愛知」への支援 

              

３．労働組合が気候危機問題にとりくむために 

① 温暖化の原因は、人類の経済活動。その中で働く労働者、活動する労働組合 

 

② 優先順位を上げるためには、経済要求に結びつくことが大切 

 

③ 「危機感はある」から運動に踏み出すキッカケをつくる団体での「学び合い」 
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